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名所絵を描いた画家 
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渓斎藤英泉(1791-1848) 
 

 
江戸日本橋より富士を見る図、酒井コレクション 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下に続く４コマの錦絵は、木曽海道６９次の内、英泉の作を示しました。残りの大部分は広重が描きました。 

この分は安藤広重のファイルを参照して下さい。中山道広重美術館 
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木曽海道 1 番、日本橋雪之曙 

 
木曽海道 11 番、支蘇路ノ駅・本庄宿 神流川渡場、 

埼玉県本庄市 

 
木曽海道 15 番、板鼻、群馬県安中市 

 
木曽海道 18 番、坂本、群馬県碓氷郡松井田町 

 
木曽海道 41 番、野尻 伊奈川橋遠景、長野県木曽

郡大桑村 

 
木曽海道 52 番、鵜沼ノ駅 犬山遠望、岐阜県各務原

市 

 

 

広重Ⅱ、Ⅲ 
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鳥居清長(1752-1815) 
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喜田川歌麿(1753-1806) 
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歌麿---1 
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国貞 

 
 

 
 

 

 
 

 

歌川国芳(1797-1861) 
 

 
 

 
 

 


